
(57)【要約】

【課題】はんだ付け後の撓みが抑制されるようにプリン

ト配線基板に固定される固定部材、及び、それが用いら

れた固定構造を提供することを課題とする。

【解決手段】プリント配線基板１２に固定される電子部

品に取付け可能な固定部材１０を用いて固定構造３０を

形成する。固定部材１０は、固定部材本体１６と、固定

部材本体１６からアーム状に延びた雄コネクタ部１８と

を有する。雄コネクタ部１８の先端には、プリント配線

基板１２の差込用の開口２０に挿入されると開口２０の

開口縁２０Ｅで係止される爪部１９が形成されている。

また、固定部材１０には、爪部１９が開口縁２０Ｅで係

止されるとプリント配線基板１２に形成されている当接

部用はんだランド２４Ｓに当接し、はんだ付けによって

当接部用はんだランド２４Ｓに接合される当接部２６と

、が設けられている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 さ れ る 被 固 定 部 材 に 取 付 け 可 能 で 、 前 記 被 固 定 部 材 を 前 記 プ リ
ン ト 配 線 基 板 に 固 定 す る の に 用 い ら れ る 固 定 部 材 で あ っ て 、
　 ア ー ム 状 に 延 び 、 前 記 プ リ ン ト 配 線 基 板 の 差 込 用 の 開 口 に 挿 入 さ れ る と 前 記 開 口 の 開 口
縁 で 係 止 さ れ る 爪 部 を 先 端 に 有 す る 雄 コ ネ ク タ 部 と 、
　 前 記 爪 部 が 前 記 開 口 縁 で 係 止 さ れ る と 前 記 プ リ ン ト 配 線 基 板 に 形 成 さ れ て い る は ん だ ラ
ン ド に 当 接 し 、 は ん だ 付 け に よ っ て 前 記 は ん だ ラ ン ド に 接 合 さ れ る 当 接 部 と 、
　 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 固 定 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 板 金 を 所 定 形 状 に 切 断 し て な る 板 状 部 材 を 曲 げ 加 工 す る こ と に よ っ て 前 記 当 接 部 が 形 成
さ れ 、 前 記 当 接 部 は 前 記 は ん だ ラ ン ド に 面 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 固 定 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 定 部 材 が 前 記 被 固 定 部 材 に 取 付 け ら れ 、
　 前 記 当 接 面 が 前 記 は ん だ ラ ン ド に は ん だ 接 合 さ れ る こ と に よ っ て 前 記 被 固 定 部 材 が 前 記
プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 は ん だ ラ ン ド は 前 記 開 口 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド で あ り 、
　 前 記 プ リ ン ト 配 線 基 板 に は 、 前 記 爪 部 の 突 出 側 に 、 前 記 爪 部 と は ん だ 接 合 さ れ る 爪 部 用
は ん だ ラ ン ド が 形 成 さ れ 、
　 前 記 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド と 前 記 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド と が 同 一 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 固 定 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 固 定 部 材 を プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 す る の に 用 い ら れ る 固 定 部 材 、 及 び 、
固 定 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 プ リ ン ト 配 線 基 板 （ Ｐ Ｃ Ｂ ） に は 多 数 の 電 子 部 品 が 実 装 さ れ て い る 。 こ の 電 子 部 品 は 、
プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 さ れ て い る 必 要 が あ り 、 こ の た め 、 電 子 部 品 に 固 定 部 材 を 取 付 け
、 こ の 固 定 部 材 を プ リ ン ト 配 線 基 板 に は ん だ 付 け に よ り 固 定 し て い る こ と が 多 い （ 例 え ば
特 許 文 献 １ ～ ７ 参 照 ） 。 以 下 、 例 を 挙 げ 、 従 来 技 術 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 従 来 、 電 子 部 品 ８ ４ を プ リ ン ト 配 線 基 板 ８ ２ に 固 定 す る に は 、 固 定
部 材 ８ ０ を 電 子 部 品 ８ ４ に 取 付 け 、 こ の 固 定 部 材 ８ ０ を プ リ ン ト 配 線 基 板 ８ ２ に は ん だ 付
け で 固 定 す る こ と に よ り 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 や や 詳 細 に 説 明 す る と 、 こ の 固 定 部 材 ８ ０ に は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ８ ２ の 差 込 用 の 開 口
９ ０ に 挿 入 さ れ る 雄 コ ネ ク タ 部 ８ ８ が 、 固 定 部 材 本 体 ８ ６ か ら ア ー ム 状 に 延 び 出 し て い る
。 こ の 雄 コ ネ ク タ 部 ８ ８ の 先 端 に は 、 開 口 ９ ０ に 挿 入 さ れ る と 開 口 縁 ９ ０ Ｅ で 係 止 さ れ る
爪 部 ９ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 雄 コ ネ ク タ 部 ８ ８ を 開 口 ９ ０ に 挿 入 し て 爪 部 ９ ９ が
開 口 縁 ９ ０ Ｅ で 係 止 さ れ た 後 、 は ん だ 付 け に よ り 爪 部 ９ ９ を プ リ ン ト 配 線 基 板 ８ ２ に は ん
だ 接 合 さ せ る こ と に よ っ て 固 定 部 材 ８ ０ を 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 雄 コ ネ ク タ 部 ８ ８ は ア ー ム 状 で あ り 、 し か も 先 端 の 爪 部 ９ ９ で プ リ ン ト 配 線 基
板 ８ ２ に 固 定 さ れ て い る の で 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ８ ２ か ら の コ ネ ク タ 抜 け は 発 生 し な い も
の の 、 雄 コ ネ ク タ 部 ８ ８ が 撓 む こ と が 可 能 に な っ て い る 。 こ の た め 、 雄 コ ネ ク タ 部 ８ ８ の
こ の 撓 み に よ っ て 、 固 定 部 材 本 体 ８ ６ や 雄 コ ネ ク タ 部 ８ ８ に 各 方 向 へ の 移 動 が 生 じ 、 不 具
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合 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － １ ５ ３ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ３ － １ １ ７ ０ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ７ － ２ ３ ５ ３ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ８ － ３ １ ５ ８ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 １ １ － ２ ７ ３ ７ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ７ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ ３ ８ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し て 、 は ん だ 付 け 後 の 撓 み が 抑 制 さ れ る よ う に プ リ ン ト 配 線
基 板 に 固 定 さ れ る 固 定 部 材 、 及 び 、 固 定 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 さ れ る 被 固 定 部 材 に 取 付 け 可 能 で 、
前 記 被 固 定 部 材 を 前 記 プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 す る の に 用 い ら れ る 固 定 部 材 で あ っ て 、 ア
ー ム 状 に 延 び 、 前 記 プ リ ン ト 配 線 基 板 の 差 込 用 の 開 口 に 挿 入 さ れ る と 前 記 開 口 の 開 口 縁 で
係 止 さ れ る 爪 部 を 先 端 に 有 す る 雄 コ ネ ク タ 部 と 、 前 記 爪 部 が 前 記 開 口 縁 で 係 止 さ れ る と 前
記 プ リ ン ト 配 線 基 板 に 形 成 さ れ て い る は ん だ ラ ン ド に 当 接 し 、 は ん だ 付 け に よ っ て 前 記 は
ん だ ラ ン ド に 接 合 さ れ る 当 接 部 と 、 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 爪 部 と 当 接 部 と の 両 者 が は ん だ 付 け で プ リ ン
ト 配 線 基 板 に 接 合 さ れ る の で 、 雄 コ ネ ク タ 部 が ア ー ム 状 で あ っ て も は ん だ 付 け 後 に 雄 コ ネ
ク タ 部 が 撓 む こ と が 抑 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 板 金 を 所 定 形 状 に 切 断 し て な る 板 状 部 材 を 曲 げ 加 工 す る こ と
に よ っ て 前 記 当 接 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 当 接 部 は 前 記 は ん だ ラ ン ド に 面 接 触 し て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 は ん だ ラ ン ド と 当 接 部 と の 接 触 状 態 を 著 し く 良 好 に す る こ と が で き る 。 ま
た 、 固 定 部 材 の 製 造 が 容 易 で あ り 、 固 定 部 材 の 製 造 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 定 部 材 が 前 記 被 固 定 部 材 に 取 付 け
ら れ 、 前 記 当 接 面 が 前 記 は ん だ ラ ン ド に は ん だ 接 合 さ れ る こ と に よ っ て 前 記 被 固 定 部 材 が
前 記 プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 撓 み を 抑 制 す る よ う に 固 定 部 材 が プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 さ れ 得 る 固 定 構
造 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 は ん だ ラ ン ド は 前 記 開 口 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 当 接 部 用 は
ん だ ラ ン ド で あ り 、 前 記 プ リ ン ト 配 線 基 板 に は 、 前 記 爪 部 の 突 出 側 に 、 前 記 爪 部 と は ん だ
接 合 さ れ る 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド が 形 成 さ れ 、 前 記 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド と 前 記 爪 部 用 は ん
だ ラ ン ド と が 同 一 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド に 塗 布 さ れ た は ん だ が 、 上 記 当 接 面 が 当 接 し て い る は
ん だ ラ ン ド に ま で 流 れ て い く 。 従 っ て 、 は ん だ 付 け の 作 業 が 著 し く 容 易 に な り 、 そ の 上 、
製 造 時 間 が 短 縮 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 は ん だ 付 け 後 の 撓 み が 抑 制 さ れ る よ う に プ リ ン ト 配 線 基 板 に 固 定 さ れ
る 固 定 部 材 、 及 び 、 固 定 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 実 施 形 態 を 挙 げ 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 第 ２ 実 施 形 態 以
下 で は 、 既 に 説 明 し た 構 成 要 素 と 同 様 の も の に は 同 じ 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
 ［ 第 １ 実 施 形 態 ］
　 ま ず 、 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 固
定 部 材 １ ０ は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ２ に 固 定 さ れ る 電 子 部 品 １ ４ に 取 付 け 可 能 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 固 定 部 材 １ ０ は 、 固 定 部 材 本 体 １ ６ と 、 固 定 部 材 本 体 １ ６ か ら ア ー ム 状 に 延 び て い
る 雄 コ ネ ク タ 部 １ ８ と 、 を 備 え て い る 。 雄 コ ネ ク タ 部 １ ８ の 先 端 に は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板
１ ２ の 差 込 用 の 開 口 ２ ０ に 挿 入 さ れ る と 開 口 ２ ０ の 開 口 縁 ２ ０ Ｅ で 係 止 さ れ る 爪 部 １ ９ が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ２ の 開 口 ２ ０ の 周 囲 に は 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｓ が 形 成
さ れ て お り 、 固 定 部 材 本 体 １ ６ に は 当 接 部 ２ ６ が 曲 げ 加 工 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の
当 接 部 ２ ６ に は 、 爪 部 １ ９ が 開 口 縁 ２ ０ Ｅ で 係 止 さ れ る と 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｓ に
当 接 す る 当 接 面 ２ ６ Ｓ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ２ に は 、 爪 部 １ ９ の 突 出 側 に 、 爪 部 １ ９ と は ん だ 接 合 さ れ る
爪 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｔ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｓ と 爪
部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｔ と は 同 一 部 材 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 固 定 部 材 １ ０ を 製 造 す る に は 、 板 金 を 所 定 形 状 に 切 断 し て 板 状 部 材 を 製 造 し 、 こ の 板 状
部 材 を 曲 げ 加 工 す る こ と に よ っ て 製 造 す る 。 そ の 際 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 当 接 部 ２ ６ を 形
成 す る た め の 切 出 し 部 （ 延 出 し 部 ） ２ ８ を 板 状 部 材 に 形 成 し て お き 、 こ の 切 出 し 部 ２ ８ に
９ ０ ° の 曲 げ 加 工 を 施 す こ と に よ っ て 当 接 部 ２ ６ （ 図 ４ 参 照 ） を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、
固 定 部 材 １ ０ の 製 造 が 容 易 で あ り 、 固 定 部 材 １ ０ の 製 造 時 間 の 短 縮 を 図 る こ と が で き る 。
ま た 、 板 金 面 に よ っ て 当 接 面 ２ ６ Ｓ を 形 成 す る こ と が で き 、 面 状 に 加 工 す る 工 程 が 不 要 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 部 品 １ ４ に 固 定 部 材 １ ０ を 取 付 け 、 固 定 部 材 １ ０ の 雄 コ ネ ク タ 部
１ ８ を 開 口 ２ ０ に 挿 入 し 、 雄 コ ネ ク タ 部 １ ８ を 爪 部 １ ９ で 開 口 縁 ２ ０ Ｅ に 係 止 さ せ る 。 そ
し て 、 爪 部 １ ９ が 突 出 し た 側 か ら は ん だ 付 け を 行 う 。 こ こ で 、 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４
Ｓ と 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｔ と は 同 一 部 材 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 爪 部 用 は ん だ
ラ ン ド ２ ４ Ｔ に 塗 布 さ れ た は ん だ が 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｓ に ま で 流 れ る の で 、 爪 部
１ ９ が 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｔ に 接 合 さ れ る と と も に 、 当 接 部 ２ ６ が 当 接 部 用 は ん だ ラ
ン ド ２ ４ Ｓ に 接 合 さ れ る 。 従 っ て 、 は ん だ 付 け の 作 業 が 著 し く 容 易 に な り 、 そ の 上 、 製 造
時 間 が 短 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 当 接 部 ２ ６ 、 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｔ 、 及 び 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｓ の 寸 法 は 、
良 好 な は ん だ 接 合 が 得 ら れ る よ う に 、 開 口 ２ ０ や 雄 コ ネ ク タ 部 １ ８ の 寸 法 を 考 慮 し て 予 め
決 め て お く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 固 定 部 材 １ ０ で は 、 爪 部 １ ９ と 当 接 部 ２ ６ と の
両 者 が は ん だ 付 け で プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ２ に 接 合 さ れ る の で 、 雄 コ ネ ク タ 部 １ ８ が ア ー ム
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状 で あ っ て も 雄 コ ネ ク タ 部 １ ８ が 撓 む こ と が 規 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 固 定 部 材 １ ０ が 電 子 部 品 １ ４ に 取 付 け ら れ 、 上 記 当 接 面 ２ ６ Ｓ が 当 接 部 用 は ん だ
ラ ン ド ２ ４ Ｓ に は ん だ ２ ９ で 接 合 さ れ る こ と に よ っ て 電 子 部 品 １ ４ が プ リ ン ト 配 線 基 板 １
２ に 固 定 さ れ た 固 定 構 造 ３ ０ を 形 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、 撓 み を 抑 制 す る よ う に 固 定 部
材 １ ０ が プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ２ に 固 定 さ れ 得 る 固 定 構 造 ３ ０ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 、 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｓ に 当 接 す る の は 当 接 部 ２ ６ の 当 接 面 ２ ６ Ｓ で あ り 、
面 接 触 し て い る の で 、 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド ２ ４ Ｓ と 当 接 部 ２ ６ と の 接 触 状 態 を 著 し く 良
好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す よ う な 固 定 部 材 ４ ０ を 用 い 、 こ れ に 合 わ せ た 当 接 部 用 は ん だ ラ
ン ド ３ ４ Ｓ 及 び 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド ３ ４ Ｔ を プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ２ に 形 成 し て お き 、 電 子
部 品 ４ ４ を プ リ ン ト 配 線 基 板 １ ２ に 固 定 す る 形 態 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
 ［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
　 次 に 、 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 固 定 部 材
５ ０ は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に 固 定 さ れ る 電 子 部 品 ５ ４ に 取 付 け 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 固 定 部 材 ５ ０ は 、 側 面 が 概 略 Ｌ 字 状 で あ り 、 電 子 部 品 ５ ４ に 取 付 け ら れ る 上 部 ５ ６
と 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に 固 定 さ れ る 下 部 ５ ７ と を 有 す る 。 そ し て 、 電 子 部 品 ５ ４ に 取
付 け ら れ て プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に 固 定 さ れ た 状 態 で は 、 固 定 部 材 ５ ０ の 下 部 ５ ７ が は ん
だ Ｈ に よ っ て プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に は ん だ 付 け で 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、
プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に は 、 下 部 ５ ７ を は ん だ 付 け す る た め の 下 部 用 は ん だ ラ ン ド が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に は ２ つ の 挿 通 孔 ６ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 下 部 ５ ７ に は 、
挿 通 孔 ６ ０ に そ れ ぞ れ 挿 通 す る ２ つ の 雄 コ ネ ク タ 部 ５ ８ が 突 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の
２ つ の 雄 コ ネ ク タ 部 ５ ８ に は 、 挿 通 孔 ６ ０ に 挿 入 さ れ る と 挿 通 孔 ６ ０ の 開 口 縁 ６ ０ Ｅ で 係
止 さ れ る 爪 部 ５ ９ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 固 定 部 材 ５ ０ を 用 い て 電 子 部 品 ５ ４ を プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に 固 定 し た 固
定 構 造 ７ ０ で は 、 下 部 ５ ７ が は ん だ 付 け で 固 定 さ れ る と と も に 、 爪 部 ５ ９ に よ っ て 雄 コ ネ
ク タ 部 ５ ８ が プ リ ン ト 配 線 基 板 ５ ２ に 係 止 さ れ る 。 従 っ て 、 固 定 部 材 ５ ０ を 大 き く す る こ
と な く 固 定 強 度 を 従 来 よ り も 上 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 は ん だ 付 け 後 の プ リ ン ト 配 線 基
板 ５ ２ の 撓 み が 従 来 よ り も 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 、 実 施 形 態 を 挙 げ て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 上 記 実 施 形 態 は 一 例 で あ り
、 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 が 上 記 実
施 形 態 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 固 定 部 材 の 正 面 図 及 び
矢 視 １ Ｂ － １ Ｂ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 固 定 部 材 を 用 い 、 は ん だ 付 け で 電 子 部 品 を 固 定 し た 固 定 構 造
を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 固 定 部 材 を 形 成 す る た め に 切 出 し た 板 状 部 材 の 部 分 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た 板 状 部 材 の 切 出 し 部 を 曲 げ 加 工 し た こ と を 示 す 部 分 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 で あ る （ は ん だ 付 け を し て い な い 状 態 ） 。
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【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 で あ る （ は ん だ 付 け を し た 状 態 ） 。
【 図 ７ 】 図 ７ （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 固 定 部 材 を 用 い 、 は ん
だ 付 け で 電 子 部 品 を 固 定 し た 固 定 構 造 を 示 す 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 固 定 部 材 の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ ０ 　 　 固 定 部 材
１ ２ 　 　 プ リ ン ト 配 線 基 板
１ ４ 　 　 電 子 部 品 （ 被 固 定 部 材 ）
１ ８ 　 　 雄 コ ネ ク タ 部
１ ９ 　 　 爪 部
２ ０ 　 　 開 口
２ ０ Ｅ 　 開 口 縁
２ ４ Ｓ 　 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド
２ ４ Ｔ 　 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド
２ ６ 　 　 当 接 部
３ ０ 　 　 固 定 構 造
３ ４ Ｓ 　 当 接 部 用 は ん だ ラ ン ド
３ ４ Ｔ 　 爪 部 用 は ん だ ラ ン ド
４ ０ 　 　 固 定 部 材
４ ４ 　 　 電 子 部 品 （ 被 固 定 部 材 ）
５ ０ 　 　 固 定 部 材
５ ２ 　 　 プ リ ン ト 配 線 基 板
５ ４ 　 　 電 子 部 品 （ 被 固 定 部 材 ）
５ ８ 　 　 雄 コ ネ ク タ 部
５ ９ 　 　 爪 部
６ ０ 　 　 挿 通 孔 （ 開 口 ）
６ ０ Ｅ 　 開 口 縁
７ ０ 　 　 固 定 構 造
８ ０ 　 　 固 定 部 材
８ ２ 　 　 プ リ ン ト 配 線 基 板
８ ４ 　 　 電 子 部 品 （ 被 固 定 部 材 ）
８ ８ 　 　 雄 コ ネ ク タ 部
９ ０ 　 　 開 口
９ ０ Ｅ 　 開 口 縁
９ ９ 　 　 爪 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(7) JP 2007-200916 A 2007.8.9



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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